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防災体験講座で、災害時用のアルファ（化）米に湯を注ぐ中学生たち。これが今日の夕食です。

特集
　届け、私の想い。紀の川市少年メッセージ2010
　防災知識・技術を習得。紀の川市ジュニアリーダー育成講座

今月の情報ワイド
○紀の川市スポーツフェスティバル 2010
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市
内
の
中
学
生
た
ち
が
、
社
会
や
大
人

や
自
分
に
対
し
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
豊

か
な
表
現
力
で
素
直
に
主
張
す
る

「
紀
の
川
市
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
０
」。

　

紀
の
川
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議

会
が
主
催
し
て
、
７
月
24
日
、
粉
河
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
１
，９
５
８
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
６
人
の
各
中
学
校
の
代
表
者

た
ち
が
、「
夢
に
向
か
っ
て
あ
き
ら
め
ず

に
が
ん
ば
る
気
持
ち
や
友
人
の
大
切
さ
」、

「
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
の
葛
藤
」、「
部

活
の
先
輩
か
ら
学
ん
だ
責
任
感
」、「
み
ん

な
で
協
力
し
合
え
る
社
会
の
必
要
性
」、

　夢を持つということ
　　　～友達の存在～　

「夢」　
それは 持つものであ
り、叶えるものである。
８月２日、東京。ここ

に私の姿があった。それは１つの大
きな夢を叶え、自信と誇りを持った
私の姿だった。小学校５年生の時
に始めた綱引き。楽ではない練習
を続けることができたのは、地区大
会で優勝して東京で行われる全国
大会へ出場するという大きな夢、そ
して苦しいときに助け合った友達の
存在があったからだ。そして迎えた
地区大会当日。私たちの心には「勝
つ」という気持ちしかなかった。今
までの思いを１つにして試合にいど
んだ。みんなの願いをこめ、精一
杯の力を出した。そして私たちの夢
はかない、優勝することができた。
その瞬間、今までに感じたことのな
いほどの喜びを感じ、最高の笑み
があふれ、みんなの目には涙が浮
かんでいた。綱引きをしていて一
番よかったと思えることは、友達と
の中で１つの深い「絆」を築くこと
ができたこと。信頼し合える友達
だったからこそ、あの時の私たちが
いるのだと今、改めて思う。私はこ
の綱引きでたくさんの経験をし、た
くさんのことを学んだ。それは優勝
というすばらしい経験。目標を達成
するといううれしさ。そしてその中
で学んだ友達というかけがえのな
い存在を。この先、私はたくさんの
経験をし、たくさんの出会いがある
ことだろう。出会った人たち、そし
てその中でできる仲間を私はこれ
からも大切にしていきたい。どんな
時も支え合っているのが仲間であ
るということを忘れずに。

（※要約して掲載しています）

貴志川中１年  星加朋美 さん 届
け
、私
の
想お

も

い
。

紀
の
川
市
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
０

青少年による発表
粉河中学吹奏楽部による演奏

華麗なステージを披露した粉河中学校
吹奏楽部のみなさん。年２回のコンクー
ルへの参加のほか、校内外を問わず積
極的な演奏活動をしています。この日
は、今年度の全日本吹奏楽コンクール
の課題曲、「オーディナリーマーチ」など
５曲を演奏。観客たちは、日ごろの練
習の成果を静かに聴き入っていました。
　9 月 23 日には、初めての単独コンサー
トを粉河ふるさとセンター大ホールで
開催する予定です。時間などくわしく
は 14 ページを見てください。

責任感のある人生を

打田中２年  藤永愛未 さん

僕のおばあちゃん
～ 僕の町の少子高齢化の現状 ～

粉河中３年  大林龍矢 さん

国境のないゴミ問題

鞆渕中１年  向竹ひかる さん

ラストランへの道

那賀中３年  西岡里紗 さん

真剣に生きる

荒川中３年  西  耕平 さん

「
身
近
な
環
境
問
題
を
考
え
、
行
動
す
る

力
」、「
た
く
さ
ん
の
支
え
を
受
け
、
目

標
に
向
か
っ
て
確
実
に
前
進
し
て
い
く
自

分
の
姿
」
と
い
っ
た
想
い
や
意
見
を
、
落

ち
着
い
た
口
調
で
会
場
に
訴
え
か
け
ま
し

た
。

　

普
段
か
ら
色
々
な
立
場
で
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
り
見
守
っ
て
い
る
参
加
者
た
ち

は
、
中
学
生
た
ち
の
真
剣
に
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
直
接
触
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
何
を

考
え
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
か
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

県
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
、
貴
志
川
中
学

校
１
年
、
星
加
朋
美
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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届
け
、
私
の
想
い
。
少
年
メ
ッ
セ
ー
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０
１
０
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そ
の
後
、
宿
泊
先
と
な
る
打
田
体
育
館

へ
移
動
し
、
備
蓄
食
料
の
夕
食
を
調
理
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
湯
を
注
ぎ
約
30

分
で
完
成
す
る
ア
ル
フ
ァ（
化
）米ま
い

の
五ご
も
く目

ご
飯
と
、
５
年
間
保
存
で
き
る
即
席
ラ
ー

メ
ン
。
調
理
作
業
は
、
役
割
を
分
担
し
、

み
ん
な
で
協
力
す
る
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
訓
練
で
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
実
際
に
避
難
所
と
な
る
体
育

館
で
行
っ
た
避
難
所
体
験
合
宿
で
は
、
災

害
時
を
想
定
し
、
ゴ
ザ
と
毛
布
だ
け
で
就

寝
し
ま
し
た
。
寝
苦
し
い
気
温
や
蚊
な
ど

虫
の
被
害
、
思
い
の
ほ
か
響
く
他
人
の
話

し
声
や
ト
イ
レ
に
行
く
足
音
な
ど
が
気
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
避
難
者
に

な
っ
た
ら
と
て
も
眠
れ
な
い
と
不
安
に
思

う
反
面
、
互
い
に
協
力
し
て
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
組
み
立
て
ト
イ
レ
の
設
置

や
、
消
火
栓
体
験
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

救
助
体
験
談
、
家
具
の
固
定
方
法
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

２
日
間
み
っ
ち
り
と
行
わ
れ
た
講
座
に

参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
責
任
感
や
協

調
性
を
養
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
災
害

に
強
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
で
防
災
の
啓
発
や
指
導
が
で
き

る
「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
、

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
修
得
し
て

災
害
に
対
応
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

「
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」。

　

８
月
10
日
～
11
日
（
打
田
体
育
館
泊
）

に
実
施
し
た
今
年
の
講
座
に
は
、
24
人
の

中
学
生
た
ち
が
参
加
し
、
那
賀
消
防
本
部

や
打
田
体
育
館
な
ど
で
、
様
々
な
講
習
や

訓
練
を
体
験
し
て
防
災
知
識
を
高
め
ま
し

た
。

　　

１
１
９
番
通
報
の
体
験
か
ら
始
ま
っ
た

今
回
の
講
座
。
訓
練
だ
と
分
か
っ
て
い
る

の
に
緊
張
し
て
、あ
せ
っ
て
し
ま
う
人
も
。

そ
の
ほ
か
、
那
賀
消
防
本
部
・
那
賀
防
災

セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
水
訓
練
、
救
助
袋
避

難
訓
練
、
煙
体
験
、
地
震
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

普
通
救
命
講
習
な
ど
を
行
い
、
緊
急
時
や

災
害
時
に
落
ち
着
い
て
冷
静
に
対
応
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

（写真左）直径 40mm のホースを使用した放水訓練。
（写真中）地震に備え、転倒防止ポールでタンスを固定する。L 型金具を用い、

木（もく）ねじで壁と家具の天板の固定を行う練習も行った。
（写真右）那賀消防組合の司令室を見学。

防
災
知
識
・
技
術
を
習
得
。

　

    「
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」

紀
の
川
市
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

窓ガラスの模型にガラス拡散防止用フィルムを貼り付ける。傷
が付かないように水溶液を拭きつけ、ヘラを垂直に動かしてガ
ラスとフィルムの間の空気をていねいに抜いていく。

打田体育館で行った災害図上訓練（DIG）。自分が被災者になったつもりで、
実際の避難所で起こりうる食糧問題やペットの持ち込み問題などを解決す
るための知恵を出し合いました。個人の意見を付箋（ふせん）に書き出し、グ
ループで討論して意見をまとめ、みんなの前で発表しました。

アイマスクを付けたりおもりを付けたりして、災害時要援護者の疑似体験をしま
した。参加者たちは、「体の水分がなくなってしまうくらい動くのが大変」「地球上
じゃないみたい」などと語り合い、要援護者の大変さを身を持って体験しました。
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那賀病院の救急医学講習会
那賀地域の市民向け講習会を開催します。
■とき…９月 12 日（日）午後３時～４時 30 分
■ところ…粉河ふるさとセンター視聴覚室
■内容
◎ミニレクチャー「知っておくと安心！救命処置」
　講師…中  敏夫（和歌山県立医大准教授）
◎ AED の使い方など BLS（一次救命処置）教室
　指導…公立那賀病院救命処置向上委員会

【問い合わせ】公立那賀病院（℡ 77・2019）

新型インフルエンザの相談
℡ 61・0020　岩出保健所

（平日午前９時～午後５時 45 分）

那賀休日急患診療所
℡ 77・6410　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000　毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181　平日夜間は午後８時～翌６時／土・日・祝日の夜
間は午後７時～翌６時／休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時

9/5 （日） 佐野歯科医院（℡ 77・0170）

12 （日） はぎはら歯科（℡ 64・8850）

19 （日） 水崎歯科医院（℡ 62・9898）

20 （月） おち歯科医院（℡ 61・7322）

23 （木） 和
なごみ

歯科医院　  （℡ 69・0118）

26 （日） 北村歯科医院（℡ 64・2194）

10/3（日） 中前歯科医院（℡ 63・1771）

休日歯科当番（診療時間：午前10時～午後４時）

当番医が変更している場合があります。
問い合わせは、那賀消防組合（℡ 61・1791）へ。

9/14（火） 松源貴志川店 10：00 ～ 12：00

市役所貴志川分庁舎 13：30 ～ 16：00

16 （木） めっけもん広場　   9：00 ～ 12：00 13：00 ～ 16：00

22 （水）（株）メイワ 9：30 ～ 12：00

和歌山県農協連合会桃山食品工場 13：30 ～ 16：30

28 （火） デュプロ精工（株）本社 9：30 ～ 11：30

総合福祉センター風の里 13：00 ～ 16：30

29 （水） 市役所粉河分庁舎 14：30 ～ 16：30

30 （木） 総合福祉センター風の里 9：30 ～ 13：00

献血日程

10・11月の集団検診の日程
申込者には、お住まいの地区の検診日程の約１か月前に、受診票を送付
します。受診は、住んでいる地区に関係なくできます。検診を希望する人
で、まだ申し込みをしていない人は、健康推進課まで連絡してください。
■検診内容（対象者）…◎特定健診（40～74歳の紀の川市国保加入者）
◎胃がん検診（40～74歳）◎胸部検診（40歳以上）◎大腸がん検診（40歳以
上）◎乳がん検診（40歳以上の女性）

とき ところ 地区

10月６日 元区民会館 桃山

10月７日 桃山会館 桃山

10月８日・12日～15日 桃山保健福祉センター 桃山

10月28日・29日　11月１日・２日
11月４日・５日・８日～11日 粉河保健センター 粉河

■受付時間…午前８時30分～10時30分
※ 10 月 28 日・11 月 2 日のみ、乳がん検診を午後（１時～２時）も行います。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

ぷるぷる栄養教室　～講義と調理実習～

　「骨
こ つ そ

粗しょう症について」
■とき…９月 28 日（火）　午前９時 50 分～午後１時
■ところ…本庁南別館２階調理実習室
■定員…先着 20 人
■申し込み…９月 22 日（水）までに電話で健康推進課へ申し込み
■持ち物…エプロン、三角巾
■その他…骨密度を測定します。裸

は だ し

足になれる服で参加ください。
※申し込み多数の場合、ぷるぷる栄養教室に初めて参加する人を
優先します。

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

ぷるぷるウォーキング教室　第2回～5回

■実施時間…午前９時 30 分～正午（受付午前９時 15 分～）※雨天中止
■対象…紀の川市民（通院治療中の人は、主治医に要相談）
■定員…各 30 人（先着順）　※複数回の参加はできません。
■持ち物…水分補給用の飲料、タオル、帽子、運動できる服装（ベルト不可）
■申し込み…10 月 12 日（火）までに健康推進課へ電話で申し込み。

【申し込み・問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）

とき ところ 距離と時間（めやす）

第２回 10月19日（火） 貴志川生涯学習センター ７km・１時間40 分

第３回 10月26日（火） 打田体育館 ８km・１時間50 分

第４回 11月17日（水） 青洲の里 ６km・１時間30 分

第５回 11月24日（水） 桃山会館 ６km・１時間30 分

【問い合わせ】健康推進課
　　　　　　　　  （℡ 77・0829）

■４か月児健康診査
　平成22年６月生まれ対象
　10月13日（水）・20日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成22年３月生まれ対象
　10月12日（火）・19日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■10か月児健康相談
　平成21年10月生まれ対象
　10月７日（木）・８日（金）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成21年１月生まれ対象
　10月15日（金）・22日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成20年３月生まれ対象
　10月５日（火）・６日（水）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成19年１月生まれ対象
　10月14日（木）・21日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

■ポリオ集団投与
　10月１日（金）・25日（月）～27日（水）
　受付は午後１時～１時30分

　対象は平成22年６月30日までに生
　まれ、7歳６か月未満でポリオを２回
　飲んでいない乳幼児
　◎持ち物…母子健康手帳、予診票

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

10月の母子保健・予防接種

８月９日　赤ちゃん広場８月９日　赤ちゃん広場
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10月の赤ちゃん広場・子育て教室　
申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おやつ・
おもちゃは持ってこないでください。

■赤ちゃん広場
□０歳児（21 年４月２日以降生まれ）
　1 0 月 　４日（月）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　1 0 月 1 8 日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　1 0 月 2 9 日（金）打田地区　本庁南別館
　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
　※母子手帳を持ってきてください。

■子育て教室
□１歳児（20 年４月２日～ 21 年４月１日生まれ）
　1 0 月 　８日（金）貴志川地区　貴志川保健福祉センター
　1 0 月 1 5 日（金）粉河・那賀地区 
　　　　　　　　  粉河多目的運動場（雨天時は粉河武道館）
　1 0 月 2 2 日（金）  打田地区　打田体育館
　1 0 月 2 7 日（水）  桃山地区　桃山保健福祉センター
    ※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

□２歳児（19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日生まれ）
　1 0 月 1 3 日（水）粉河・那賀地区
　　　　　　　　  粉河多目的運動場（雨天時は粉河武道館）
　1 0 月 2 1 日（木）打田地区　打田体育館
　1 0 月 2 8 日（木）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

※親子とも、動きやすい服装で参加してください。
※名札、お茶、帽子を持参してください。
※日程などの変更や中止の場合は、市ホームページやメール配信
サービス（http://kinokawa.mail-dpt.jp/で登録）でお知らせします。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 75・3111）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育所隣）

「子ども手当」 申請期限は9月30日
　子ども手当の受給には申請が必要です。中学２・３年生の子ども
がいる人や、所得制限超過などで児童手当を受給していなかった
人は、早く申請してください。
　９月末日までに申請すれば４月分から受給できますが、10 月以
降に申請した場合は、申請月の翌月分からの受給になります。

【問い合わせ】子育て支援課（℡ 75・3111）

市内幼稚園の入園案内

市内３幼稚園の 23 年度の園児募集を案内しま
す。くわしくは各幼稚園へ問い合わせください。

■智徳幼稚園（℡ 77・6189）
　◎満３歳児…６人
　◎３歳児…15 人
　◎４歳児…若干名　を募集
　願書交付・願書受付…９月４日（土）～
　
■愛の光幼稚園（℡ 73・3356）
　◎３歳児…15 人
　◎４歳児…若干名
　◎５歳児…若干名　を募集
　願書交付・願書受付…９月６日（月）～

■あおば幼稚園（℡ 64・9514）
　◎３歳児…75 人
　◎４歳児…25 人
　◎５歳児…若干名　を募集
　願書交付…９月 15 日（水）
　願書受付…10 月１日（金）～

※対象年齢と生年月日
満３歳児…20 年４月２日～３歳の誕生日を
　　　　　迎えた幼児
３歳児…19年４月２日～20年４月１日生まれ
４歳児…18年４月２日～19年４月１日生まれ
５歳児…17年４月２日～18年４月１日生まれ

介護予防教室「いきいき元気塾」
　65 歳以上の人を対象に、居宅介護支援センターに委託し、教室
を開催しています。動きやすい服装で参加ください。
■とき…９月８日（水）午後１時～３時
■ところ…那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
■テーマ…『応急手当』について 
※前日までに栄寿苑居宅介護支援センターに申し込みください。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター ( ℡ 75・6888）／高齢
介護課介護予防係（℡ 75・5314　那賀分庁舎）

第5期介護保険事業計画・高齢者福祉計画
の策定委員を募集
　第５期（平成24～26年度）介護保険事業計画と高齢者福祉計画の
策定に市民の意見を反映するため、策定委員を募集します。策定
委員は、第５期の 3 年間に必要となる各サービスの種類や量など
を協議します。
■募集人数…23 年 1 月 1 日時点で、① 65 才以上の人…２人　②
40 才以上 65 才未満の人…1 人
■応募資格…平日の日中に６回程度開催予定の委員会に出席可能
な市内在住の人。※応募多数の場合は公開抽選。
■申し込み…はがきか封書に次の事を記入し、９月 24 日（金）必
着で申し込みください。①氏名  ②住所  ③生年月日  ④性別  ⑤電話
番号  ⑥被保険者の区分（65才以上の人は「第１号被保険者」、40才以
上65才未満の人は「第２号被保険者」）  ⑦応募理由
■申し込み先…〒 649-6692　紀の川市名手市場 146 番地 4　紀の
川市保健福祉部高齢介護課介護保険係

【問い合わせ】高齢介護課介護保険係（75・5328 那賀分庁舎）

地域包括支援センター
　気になること、不安に思うことは、ささいな
ことでも気軽に相談ください。社会福祉士、ケ
アマネジャー、保健師・看護師が対応します。

【問い合わせ】各地区の地域包括支援センター
（電話番号は、16 ページに掲載しています）

粉河地区の地域包括支援セ
ンター（粉河分庁舎）
左から大野美佐緒さん、森田
由美子さん、板木伸子さん、楠木
雄一さん、川井実郁さんです。

「私たちが、介護予防のお手
伝いをさせていただきます」

口腔機能向上教室　「歯つらつ教室」
　口は、「食べる・話す・表情を豊かにする」という大切な機能をもっ
ています。口の周りの機能を高めましょう。
■とき…10月６日、13日、27日、11月10日、24日（全５回、すべて水曜）
　　　　時間はいずれも、午後１時30分～３時30分（受付１時～）
■ところ… 貴志川保健福祉センター１階健診ルーム
■対象…市内在住のおおむね 65 歳以上の人
■定員…先着 25 人（全５回参加可能な人）
■内容…歯科衛生士による講話／食べる機能や口腔内チェック／
　お口の清掃／歯つらつ体操（口腔体操、唾液腺マッサージなど）
■申し込み…９月 10 日（金）までに高齢介護課に申し込み。

【申し込み・問い合わせ】
高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314、Fax75・5399）

教室に参加した西上正彦さんのコメント

　教室では、歯の磨
き方、入れ歯の手入
れ方法、口が原因の
病気、口の渇きの対
処法など色々なこと
を学びました。家で

できる口の体操や唾液を出すマッサージなども教
えてもらい、毎日散歩をしながら行っています。
　今までは気にも止めなかった「歯の健康」です
が、悪くなって初めて歯の大切さを実感しました。
いつまでも好きなものをおいしく食べられるよう
に、これからも歯を大切にしようと思っています。

「歯つらつ教室」に参加し、
歯の大切さを再認識しました。

介護予防教室 
　   参加者の 

            声

介
護
予
防
の
ス
ス
メ

  「
肩
か
ら
体
の
側
面
に
か
け
て
の

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ（
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
）」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

今
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

【解説】
５月号で紹介した深呼吸でリラックスしま
しょう。ゆっくりと息をはきながら手を組み、
腕が耳に当たるようにして、手のひらを天井
に向けて上にのばします。10 ～ 20 秒間のば
し続け、ゆっくり体をもとに戻します。体を
左右に傾け、側面ものばしましょう。
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か
が
や
き
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
。

　

展
示
作
品
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
紀
の
川
市
文
化
協
会
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
文

化
協
会
（
℡
64
・
９
１
６
３　

貴
志
川
分
庁
舎　

生
涯
学
習
課

内
）「

地
デ
ジ
化
工
事
」

詐
欺
に
注
意

　

テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事
業
者

を
装
っ
て
不
正
請
求
を
行
っ
た

り
、
郵
便
に
よ
る
「
振
り
込
め

詐
欺
（
架
空
請
求
）」
を
行
っ

保
険
証
の
切
り
替
え

（
国
保
）

　

現
在
交
付
し
て
い
る
一
般
保

険
証
・
退
職
保
険
証
（
紀
の
川

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
）
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30

日
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬

に
、
郵
送
（
簡
易
書
留
郵
便
）

し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
は
10
月
以
降
に
各
自
で
廃
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

　

約
１
万
２
千
件
の
保
険
証
を

１
世
帯
毎
、
受
け
取
り
の
確
認

を
し
な
が
ら
配
達
し
ま
す
の

で
、
お
届
け
に
は
多
少
日
数
が

か
か
り
ま
す
。

■
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

一
般
被
保
険
者
証
も
退
職
被

保
険
者
証
も
同
じ
さ
く
ら
色
で

生
活

す
。
一
般
、
退
職
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。
氏
名
、
人
員
な
ど
を

確
認
し
て
、
も
し
内
容
に
間
違

い
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

■
国
保
以
外
の
事
業
所
等
の
健

康
保
険
へ
加
入
し
た
り
転
出
し

た
り
し
た
と
き
は
、
必
ず
14
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
と
紀
の
川
市

国
保
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
国
保
税
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

　

失
業
や
病
気
な
ど
、
特
別
な

理
由
で
国
保
税
の
納
付
が
困
難

な
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
な
事
情
が
無
い
の
に
滞

納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
有
効

期
限
の
短
い
保
険
証
や
、
医
療

機
関
で
10
割
負
担
が
必
要
な
資

格
証
明
書
を
交
付
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

今
年
の
文
化
祭
は

２
期
に
分
け
て
開
催

　

今
年
の
文
化
祭
は
、
前
期
・

後
期
の
２
期
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

■
前
期
10
月
30
日

（土）
・
31
日

（日）

…
貴
志
川
・
粉
河
の
各
会
場

■
後
期
11
月
６
日

（土）
・
７
日

（日）

…
打
田
・
那
賀
・
桃
山
の
各
会
場

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

は
、
10
月
30
日

（土）
午
前
９
時
か

ら
貴
志
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

た
り
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
対
応

で
、
総
務
省
、
公
的
機
関
や
テ

レ
ビ
局
が
お
金
を
請
求
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

な
場
合
は
す
ぐ
に
お
金
を
支
払

わ
ず
、
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
警
察
署
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
省
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１
）

／ 

IP
電
話
や
、
つ
な
が
ら
な

い
場
合
（
℡
０
３
・
４
３
３
４
・

１
１
１
１
）（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
9
時
、
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

農
業
者
年
金　
　
　

税
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

積
み
立
て
方
式
の
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

　

終
身
年
金
で
、
80
才
ま
で
の

年
金
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
加
入
条
件
…
次
の
①
～
③
す

べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
②
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
な
い
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
③
60
歳
未
満　

■
保
険
料
…
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
，０
０
０
円
ま
で
の
間

で
、
千
円
単
位
で
選
択

■
そ
の
他
…
認
定
農
業
者
な
ど

一
定
の
要
件
を
備
え
た
場
合
、

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

な
ど
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
も

あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会

事
務
局
（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分
庁
舎
）

案
内

暮
ら
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中
貴
志
小
学
校
４
年
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差
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を
な
く
す
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権
作
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◎
優
秀
賞

　

道
徳
の
時
間
に
先
生
が
「
自
分
が
人
か
ら
言
わ
れ

て
い
や
だ
っ
た
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。」と
言
っ
て
、

紙
を
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、迷
わ
ず
に
、「
チ

ビ
」
と
書
き
ま
し
た
。ぼ
く
は
、た
し
か
に
背
が
低
い

け
れ
ど
、「
チ
ビ
」と
言
わ
れ
る
と
す
ご
く
は
ら
が
立

つ
し
、く
や
し
く
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
言
っ
た
人
は
そ
れ
ほ
ど
悪
気
は
な
く
、
そ

の
言
葉
で
、
ぼ
く
が
い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る

事
に
気
付
い
て
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

小
さ
な
時
か
ら
大
好
き
な
本
が
あ
り
ま
す
。
最
初

に
読
ん
で
も
ら
っ
た
の
は
、
い
つ
か
は
覚
え
て
な
い

く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
の
時
で
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
読
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
自
分

で
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う

し
ゃ
じ
ぷ
た
」
と
い
う
絵
本
で
す
。

　

あ
る
町
の
消
防
署
に
、
は
し
ご
車
の
「
の
っ
ぽ
く

ん
」
と
高
圧
車
の
「
ぱ
ん
ぷ
く
ん
」
と
救
急
車
の
「
い

ち
も
く
さ
ん
」、
そ
れ
か
ら
、
古
い
ジ
ー
プ
を
改
良

し
た
ち
び
っ
こ
消
防
車
の
「
じ
ぷ
た
」
が
い
ま
す
。

じ
ぷ
た
は
、ち
び
っ
こ
で
も
働
き
者
で
す
。
だ
け
ど
、

じ
ぷ
た
が
活
や
く
し
て
も
、
の
っ
ぽ
く
ん
達
は
、「
ぼ

や
だ
か
ら
、ち
び
っ
こ
で
ち
ょ
う
ど
い
い
。」と
か「
あ

れ
で
も
、
い
さ
ま
し
い
つ
も
り
だ
ね
。」
な
ど
と
言

う
の
で
す
。
じ
ぷ
た
は
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
は

し
ご
や
強
い
ポ
ン
プ
を
持
っ
て
い
る
事
を
う
ら
や
ま

し
く
思
う
の
で
す
。

　
　

あ
る
時
、
山
小
屋
が
火
事
に
な
り
ま
す
。
せ
ま
く

け
わ
し
い
山
道
を
は
し
ご
車
や
高
圧
車
で
行
く
の
は

む
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
じ
ぷ
た
な
ら
大
じ
ょ
う
ぶ
。

じ
ぷ
た
の
大
活
や
く
で
火
事
は
消
え
ま
し
た
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
町
中
に
知
れ
わ
た
り
、
じ
ぷ
た
は
人
気

者
に
な
る
と
い
う
話
で
す
。

　

小
さ
な
時
は
、
は
し
ご
車
や
高
圧
車
や
救
急
車
を

負
か
し
た
よ
う
な
気
分
で
、「
小
さ
く
た
っ
て
す
ご
い

ん
だ
ぞ
。」と
、
ま
る
で
ぼ
く
が
じ
ぷ
た
に
な
っ
た
気

分
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
最
近
な
ん
だ
か
少
し
ち
が

う
よ
う
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
小
さ
な
じ

ぷ
た
と
ぼ
く
が
重
な
る
事
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
。

　

は
し
ご
車
は
高
い
ビ
ル
の
火
事
の
時
に
、
高
圧
車

は
、
い
き
お
い
よ
く
水
を
出
し
て
火
を
消
し
ま
す
。

救
急
車
は
、
け
が
人
を
す
早
く
病
院
に
運
び
ま
す
。

そ
し
て
じ
ぷ
た
は
、
小
回
り
が
き
く
の
で
、
せ
ま
い

道
を
通
る
時
に
役
に
立
ち
ま
す
。
み
ん
な
形
や
せ
い

の
う
は
ち
が
う
け
れ
ど
、
そ
の
時
の
じ
ょ
う
き
ょ
う

に
よ
っ
て
人
を
助
け
る
た
め
に
活
や
く
し
て
い
ま

す
。
だ
れ
が
一
番
と
か
で
は
な
く
て
、
み
ん
な
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し
て
協
力
し
て
火
を
消
す
の

だ
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
ま
わ
り
に
も
、背
の
高
い
子
、走
る
の
が
速

い
子
、ボ
ー
ル
を
遠
く
ま
で
投
げ
ら
れ
る
子
、計
算
の

速
い
子
、き
れ
い
な
字
を
書
く
子
、い
ろ
ん
な
子
が
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、「
虫
」
の
事
な
ら
く
わ
し
い
で
す
。

　

み
ん
な
体
の
特
長
も
ち
が
う
し
、
得
意
な
事
や
苦

手
な
事
が
あ
る
け
れ
ど
、
自
ま
ん
し
た
り
、
自
分
と

ち
が
う
事
を
せ
め
た
り
し
な
い
で
、
得
意
な
事
を
苦

手
な
人
に
教
え
て
あ
げ
た
り
、
自
分
と
ち
が
う
と
こ

ろ
も
、
み
と
め
合
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

※原文のまま。野口くんは、
５年生に進級しています

「
じ
ぷ
た
」と
ぼ
く

生
活
・
案
内

全国一斉

国勢調査を実施します

　国政調査は、日本に住む全ての人を対象
とする国の最も重要な統計調査です。調査結
果は、行政施策、教育や企業などの幅広い分
野で利用され、より良い暮らしや住みよい街
づくりに活かされます。

　９月下旬から、すべての世帯に「調査員証」
を携行した調査員が訪問します。調査票への
記入をお願いします。

（総務省統計局・和歌山県・紀の川市）

【問い合わせ】
政策調整課（℡ 77・2511　本庁南別館）

【問い合わせ】
廃棄物対策課（℡64・0530　貴志川分庁舎）

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
植
物
性
食
用
油
を
回
収
中
。
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
・
出
張
所
に
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
食
用
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

植
物
性
食
用
油
は
、
揚
げ
カ
ス
な
ど
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

プラマークのついたプラスチック
製品は資源ごみです。水洗いや
拭き取りなどをして汚れを取り、

資源ごみとして出してください。
　しかし、汚れがひどく残っている場
合、プラマークのついたプラスチック製
品であっても再資源化がすることがで
きません。

第１回「もやすごみ」とは？

■生ゴミ、紙くず、衣類、草木など

■プラマークのないプラスチック製品

■汚れのひどいプラスチック製品
※マヨネーズやケチャップ、ヨーグルトの
カップ、サラダ油・洗剤のボトルなど

ごみの分別
第 １ 回

ご
み

の正しい分
別

１

　汚れが取れないプラスチック製品は、
「もやすごみ」として出してください。

再度確認を！

そこで、お願いです。
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円■
申
し
込
み
…
10
月
５
日

（火）
ま

で
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
各
館

に
設
置
し
て
い
る
申
込
書
に
記

入
し
て
直
接
申
し
込
み

※
お
楽
し
み
抽
選
会
や
参
加
賞

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡

64
・
９
１
６
４　

貴
志
川
分

庁
舎
）
／
桃
山
会
館
（
℡

66
・
２
２
８
８
）
／
打
田

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

77
・
３
１
４
０
）
／
粉
河
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
℡
73
・

３
３
１
２
）
／
紀
の
川
市
那

賀
総
合
セ
ン
タ
ー
（
℡
75
・

２
２
２
１
）

市
営
駐
車
場
の
利
用

申
し
込
み

　

JR
粉
河
駅
前
の
市
営
駐
車
場

の
利
用
申
し
込
み
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
駐
車
場
の
場
所
…
①
粉
河

１
５
１
４
の
４
②
粉
河
８
２
６

■
利
用
料
…
月
５
，１
０
０
円

■
受
付
場
所
…
紀
の
川
市
商
工

会（
粉
河
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
西
）

■
受
付
時
間
…
平
日
の
午
前
９

募
集

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
申
し
込
み
の
場
合
、
事
前
に

紀
の
川
市
商
工
会
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
商

工
会
（
℡
73
・
５
０
７
９
）
／

政
策
調
整
課
（
℡
77
・
２
５
１

１　

本
庁
）

中
コ
ミ　

こ
ろ
ば
ぬ

先
の
運
動
!! 

第
９
弾

■
と
き
…
９
月
18
日

（土）
午
後
1

時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ
…
中
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室

■
内
容
…
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や

音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
に
で
き

る
体
力
づ
く
り

■
定
員
…
先
着
30
人

■
参
加
費
…
３
０
０
円
（
保
険

代
含
む
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

中
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
１
１
５
５
）
休

館
日
（
月
・
火
・
祝
日
）
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

メ
ン
ト
ル
ス
ク
ー
ル

歴
史
散
歩
道
パ
ー
ト
１

　

紀
伊
国
分
寺
の
歴
史
を
探
索

し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…
９
月
18
日

（土）
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
視
聴
覚
室

■
定
員
…
先
着
50
人

■
申
し
込
み
…
９
月
10
日

（金）
ま

で
に
打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
し
込
み
。（
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

77
・
３
１
４
０
）

学
童
ク
ラ
ブ
「
て
の

ひ
ら
」
指
導
員
募
集

　

池
田
小
学
校
内
の
学
童
ク
ラ

ブ「
て
の
ひ
ら
」で
は
、週
２
、３

日
程
度
勤
務
で
き
る
指
導
員
を

１
人
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
、
羽
根

付
き
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
４

人
で
プ
レ
ー
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■
と
き
…
10
月
10
日

（日）
午
前
10

時
～
正
午（
受
付
９
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
小
学
校
体

育
館

■
参
加
資
格
と
種
目
…
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

◎
男
女
混
合
の
部
（
１
チ
ー
ム

男
子
１
人
以
上
・
女
子
２
人
以

上
の
男
女
混
合
、中
学
生
以
上
）

◎
女
子
の
部
（
１
チ
ー
ム
女
子

４
人
）

■
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
５
０
０

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室

■
と
き
…
９
月
14
日

（火）
～
11
月

16
日

（火）
の
毎
週
火
曜
日
午
後
８

時
～
10
時
（
11
月
２
日
を
除
く

９
回
）

■
と
こ
ろ
…
桃
山
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

■
定
員
…
15
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
…
３
，０
０
０
円（
保

険
代
含
む
）
教
室
初
日
に
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

が
必
要
。
ラ
ケ
ッ
ト
は
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
…
９
月
10
日

（金）
ま

で
に
、
打
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
℡
77
・
３
１
４
０
）
ま

た
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡

64
・
９
１
６
４
）
に
設
置
し
て

い
る
申
込
書
に
記
入
し
て
直
接

申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ
】
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　

樫
葉
（
℡
０
９
０

・
２
７
０
２
・
７
４
２
６
）
／

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡
64
・

９
１
６
４　

貴
志
川
分
庁
舎
）

打
田
地
区
公
民
館
パ

ソ
コ
ン
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
を
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
、パ
ソ
コ
ン
講
座（
３

コ
ー
ス
）
を
開
講
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
視
聴
覚
室

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
（
高
校
生
以
下
は
対
象
外
）

■
受
講
料
…
１
，０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
）

■
定
員
…
各
20
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
各
コ
ー
ス
の

受
講
希
望
者
が
10
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
開
講
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
…
９
月
６
日

（月）
～

17
日

（金）
ま
で
に
、
打
田
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

申
込
書
に
記
入
し
て
直
接
申
し

込
み
。（
土
曜
・
日
曜
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

77
・
３
１
４
０
）

■
業
務
内
容
…
学
童
ク
ラ
ブ
入

所
児
童
（
主
に
小
学
校
１
～
３

年
生
）
の
保
育
。

■
勤
務
時
間
…
平
日
は
午
後
２

時
～
６
時
、
土
曜
日
は
午
後
１

時
30
分
～
５
時
。

　

面
接
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
学
童
ク
ラ
ブ「
て
の
ひ
ら
」

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
学
童
ク
ラ
ブ

「
て
の
ひ
ら
」（
℡
77
・
５
１
７

７
）
／
子
育
て
支
援
課
（
℡

75
・
３
１
１
１
那
賀
分
庁
舎
）

クラシノジョウホウ

【和歌山県知事感謝状】　
医療法人共栄会　名手病院

●表彰（献血活動への功績）

   おめでとうございます

◎納期限のお知らせ　９ 月  30 日（木）

■国民健康保険税　第４期
（問い合わせ）収税課・国保年金課　℡77・2511

■後期高齢者医療保険料　第３期
（問い合わせ）国保年金課　℡77・2511

■介護保険料　第４期
（問い合わせ）高齢介護課　℡75・3111

◎夜間休日の納付・相談窓口

■木曜の夜間（午後８時まで、祝日をのぞく）
■第２日曜（午前９時～午後０時 30 分）に、
納付・納税相談窓口（本庁収税課・市民税課・
国保年金課）を開設しています。

（国保税、固定資産税・都市計画税、市県民
税、軽自動車税）
平日や昼間に来庁できない人は、利用してく
ださい。

Aコース Ｂコース Cコース

10月５日（火）～８日（金）の４日間 10月９日（土）・10日（日）

午前９時～正午 午後１時～４時 午前９時～午後４時
（昼休憩あり）

（初心者向け）
ワープロソフトの基本操作、電子メー
ルの送受信など（託児サービスあり）

（文字入力ができる人向け）
ワープロ・表計算ソフト操作
電子メールの送受信など

募
集
・
税
金 ①

国道24号

■ 粉河税務署

紀の川市商工会 ■
（申し込み先） ②

粉河駅

■ スーパー

■ バス停

■ バス停

■ バス停

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　市合併５周年記念して市内の公共施
設（５か所）で、記念植樹を行います。
　市合併５周年と結婚５周年を一緒に
祝い、さらなる飛躍への願いを込めて、
一緒に記念植樹をしませんか。

合併５周年　
記念植樹

結婚５年目の夫婦を募集。

■対象
市内在住で、平成 17 年中に婚姻届を
提出した結婚５年目の夫婦

■募集数…若干組
　（募集多数の場合は抽選）

■申し込み…９月 30 日（木）までに、
総務課へ電話で申し込みください。

【申し込み・問い合わせ】
総務課（℡ 77・2511   本庁）

※紀の川市の職員・臨時職員の募集ではありません。
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（
粉
河
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
）
ほ

か
／
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
焼

き
そ
ば
な
ど
の
販
売
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
商

工
会
（
℡
73
・
５
０
７
９
）

今
月
の　
　
　
　
　

BU
・
RA
・
YO
・
RI

　

マ
ジ
シ
ャ
ン
「
ち
ょ
び
っ
と

み
つ
る
」の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

■
と
き
…
９
月
18
日

（土）
午
後
３

時
～

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

桃
山
地
区
公
民
館
講

座
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
ワ
ー
ド
初
級
…
10
月
14
日

（木）

～
11
月
18
日

（木）
毎
週
木
曜
日
午

後
７
時
～
９
時
（
全
６
回
）

■
エ
ク
セ
ル
初
級
…
10
月
15
日

（金）
～
11
月
19
日

（金）
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～
９
時
（
全
６
回
）

※
ワ
ー
ド
経
験
者
で
文
字
入
力

が
で
き
る
人
が
対
象

※
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

2003
使
用

■
と
こ
ろ
…
桃
山
Ｉ
Ｔ
親
子

ホ
ー
ル
３
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
人（
高
校
生
以
下
は
不
可
）

■
受
講
料
…
１
，０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
）

■
定
員
…
各
講
座
20
人
（
先
着

順
）

■
申
し
込
み
…
９
月
12
日

（日）
～

募
集

18
日

（土）
ま
で
に
、
桃
山
会
館
に

設
置
し
て
い
る
申
込
書
に
記
入

し
て
直
接
申
し
込
み
。
電
話
な

ど
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

桃
山
会
館（
℡
66
・
２
２
８
８
）

金き
ん
ざ
ん
じ

山
寺
味み

そ噌
伝
承
塾

　

金
山
寺
味
噌
づ
く
り
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
…

９
月
10
日

（金）
午
後
０
時
30
分
～

４
時　

米
こ
う
じ
つ
く
り

９
月
11
日

（土）
午
前
８
時
30
分
～

正
午　

麦
豆
蒸
し

９
月
12
日

（日）
午
前
８
時
30
分
～

正
午　

仕
上
げ

■
と
こ
ろ
…
桃
源
郷
運
動
公
園

学
習
体
験
館

■
参
加
費
…
３
，５
０
０
円（
持

ち
帰
り
３
kg
）

■
定
員
…
20
人

■
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
マ
ス
ク
・
筆
記
用
具

■
受
付
時
間
…
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
月
曜
休
館
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

桃
り
ゃ
ん
せ
夢
工
房
（
℡
66
・

３
４
５
４
）

紀
の
川
高
校
通
信
制

課
程
の
生
徒
募
集

　

通
信
制
課
程
の
後
期
入
学
者

を
募
集
し
ま
す
。
書
類
・
面

接
・
作
文
な
ど
で
総
合
的
に
判

断
し
、
選
抜
し
ま
す
。

■
出
願
期
間
…
９
月
１
日

（水）
～

17
日

（金）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
出
願
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
紀
の
川
高
校
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
紀
の

川
高
等
学
校（
℡
０
７
３
６
・

22
・
０
６
１
９
）

粉
河
中
学
吹
奏
楽
部

「
第
1
回
定
期
演
奏
会
」

　

初
め
て
の
単
独
演
奏
会
で

す
。
全
て
の
年
代
の
人
が
楽
し

粉
河
と
う
ろ
う
祭

■
と
き
…
９
月
19
日

（日）
午
後
５

時
～
午
後
９
時　

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

し
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
し

ま
す
。

■
と
こ
ろ
…
粉
河
と
ん
ま
か
通

り
周
辺　

メ
イ
ン
会
場
は
、
勝

田
胃
腸
内
科
外
科
医
院
駐
車
場

■
内
容
…
灯
ろ
う
と
手
作
り
の

ろ
う
そ
く
で
会
場
を
幻
想
的
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
た
そ
が
れ
コ

ン
サ
ー
ト　

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｉ

ホ
ー
ル

※
BU
・
RA
・
YO
・
RI
は
、
貴
志

川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
入

場
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
。
ぶ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】
貴
志
川
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡
64
・

２
２
７
３
）

西
貴
志
コ
ミ
セ
ン
ま

つ
り

■
と
き
…
10
月
３
日

（日）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容
…
作
品
展
示
会
、
芸
能

発
表
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
な
ど

■
前
夜
祭
…
10
月
２
日

（土）
午
後

７
時
～
９
時

天
文
台
一
般
無
料
公
開
『
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
大
銀
河
を
み
よ
う
』、

作
品
展
示
会

【
問
い
合
わ
せ
】西
貴
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
℡
65
・

２
２
１
１
）
休
館
日
（
月
・
火
・

祝
日
）
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時

め
る
よ
う
に
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

■
と
き
…
９
月
23
日

（木）
午
後
1

時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
内
容
…
吹
奏
楽
部
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
、ク
ラ
シ
ッ
ク
、ジ
ャ

ズ
、ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
全
10
曲

以
上
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
中
学
校

吹
奏
楽
部
顧
問　

森
橋
（
℡

73
・
２
２
１
８
）

ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

粉
河
秋
の
イ
ベ
ン
ト

■
と
き
…
９
月
26
日

（日）
午
前
11

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
…
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
粉
河

■
内
容
…
よ
さ
こ
い
、
も
ち
ま

き
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
林
務
課
（
℡

73
・
３
３
１
１　

粉
河
分
庁
舎
）

クラシノジョウホウ

○男子の部
　優勝	 神野　清志
　２位	 児玉　征也
　３位	 木村　寿宏
　４位	 土井　秀行
　５位	 岡野　光男
　６位	 井戸本　肇

○女子の部
　優勝	 長谷川　二木子
　２位	 岡　一恵
　３位	 小嶋　知子
　４位	 井戸本　美奈子
　５位	 林　美紀
　６位	 岩本　美也

大会結果

県
立
博
物
館
特
別
展

　

木も
く
じ
き
お
う
ご

食
応
其
の
側
近
の
覚
栄
に

焦
点
を
あ
て
、
活
躍
の
舞
台
と

な
っ
た
京
都
・
安
楽
寿
院
や
安

楽
川
地
域
の
ゆ
か
り
の
地
に
残

る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期
…
９
月
18
日

（土）
～
11
月

７
日

（日）　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

■
会
場
…
和
歌
山
県
立
博
物
館

【
問
い
合
わ
せ
】
和
歌
山
県
立

博
物
館（
℡
０
７
３
・
４
３
６
・

８
６
７
０
／
８
６
８
４
）

催
し

募
集
・
催
し

第６回紀の川市民ターゲット
バードゴルフ大会

（5/30 紀の川市河南緑地公園）

　　

第１部      サイクリング
■とき…９月12日（日）受付午前８時30分／開会９時15分
■ところ…きしべの里公園（貴志川諸井橋下）集合
■定員…150 人（先着順）
■参加費…1,500 円（昼食、保険代、参加品を含む）
　　　　　※500円はピンクリボンバッジチャリティー
■サイクリングコース
◎Ａコース：きしべの里→慈尊院→青洲の里（約45Km）
◎Ｂコース：きしべの里→青洲の里（約20Km）
■申し込み方法…参加者全員の①氏名、②年齢、③参加
コース（ＡかＢ）、代表者の④住所、⑤電話番号、⑥集合
場所までの交通手段を記入し、FAX・メール・はがきの
いずれかの方法で申し込み（申し込み先は下部参照）。
■申し込み締め切り…９月６日（月）必着
※小学生以下は保護者同伴、高校生以下は同意が必要。

第２部      シンポジウム  
　　　　　「楽しんで健康になるサイクリング」

■とき…９月 12 日（日）  午後２時～４時（受付１時～）
■ところ…県立高等看護学院体育館（青洲の里西隣）
■定員…200 人（先着順、事前申し込み不要）
■講師…本山  貢さん（和歌山大学教育学部教授）
■ゲスト…絹代さん（サイクルライフナビゲーター、健康管理士）
　

　      【問い合わせ・申し込み】

紀の川エリアまちおこし実行委員会サイクリング係
（℡ 61・0014／Fax61・1514)

〒 649-6223   岩出市高塚 209    那賀振興局企画産業課内
電子メールアドレス：e1302161＠pref.wakayama.lg.jp

in 紀の川市
201

0医聖華岡青洲生誕250年記念協賛事業

Pink Ribbon Cycling ＆ Symposium

ピンクリボン
     サイクリング ＆ シンポジウム

有料広告

広告主を募集しています
あなたのお店を広報紀の川で PR しませんか（有料）
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↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、地
域巡回バス、国勢調査、入札など

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■水道部事務所　℡ 74・1181（水道総務課）

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人
式、文化財、青少年健全育成、生涯スポーツ、
浄化槽、飼い犬、ごみに関することなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 64・2525）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター

℡ 77・0857
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。
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17 病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

※相談のページの「平日」とは、
祝日を除く月曜日～金曜日のこ
とです。

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

10
月
６
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｃ
会
議
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
９
月
22
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
相

談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
９
月
８
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
９
月
14
日

（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

○
９
月
15
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

○
10
月
６
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
直
通
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も

相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
９
月
８
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相

　

談
室

○
10
月
13
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

古
和
田
会
館　

学
習
室

○
11
月
10
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や
安
心

で
き
る
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま

す
。

子
ど
も

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
小
児
成
育
医
療
支
援
室

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
２
６（
県
立

医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
）

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
、
子
育
て

の
悩
み
、
学
校
で
の
問
題
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
７
・
１
１
５
２

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
8
時
／

土
、
日
、
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
4

時
30
分

■
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

℡
０
７
３
・
４
１
３
・
３
２
０
０
（
和

歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ポ
ラ
リ
ス
）
水
曜
を
除
く
平
日
の

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
、
水
曜
は
午
後
の
み

※
休
日
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
病
院
案
内
は
、６
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

編集後記

　猛暑と言われたこの夏、取材に行く

先々で「去年より暑い！」という言葉を

よく聞きました。暑さゆえに、体調を

崩してしまったという人も多かったと

思います。そんな猛暑の中で開催され

た、粉河祭や市民まつりなどをはじめ

とする夏の行事は、数多くのみなさん

の参加のおかげで、にぎやかなうちに

終了しました。

　行事がある度に、慣れないカメラを

片手に「暑い暑い～」とつぶやきながら

取材に走り回りました。取材先では、

「見たままの状況を写真で伝えたい」

とシャッターを押しています。しかし、

撮った写真を確認すると、技術不足の

ため「あぁ…がっかりだ…」と落ち込む

ことは、しょっちゅうです。私にとっ

て、この夏はカメラの難しさを学んだ

夏となりました。来年の市民まつりで

は、臨場感あふれる花火の写真を撮

る！という目標が出来ました。

　９月に入っても、まだまだ暑い日が

続くそうです。水分補給、忘れないで

くださいね。（by よこ）

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
労
働
者
の
健
康
相
談

℡
０
７
３
６
・
４
２
・
２
５
０
２
（
伊

都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

産
業
医
が
健
康
相
談
や
健
康
指
導

を
行
い
ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

と
き
…
９
月
14
日

（火）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
ま
で

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４
（
子

ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
２
７
・
３
５
０
０
（
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や
ま
）

月
～
土
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
３
時
ま
で
、
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
学
習
室
１
で
個
別
出
張
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
電
話
予
約

必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
９
月
９
日

（木）
、
15
日

（水）
、
28

日
（火）
（
電
話
予
約
必
要
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
県

子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必

要
）

就
職

■
巡
回
職
業
相
談　

９
月
21
日

（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
１
時
～

２
時

古
和
田
会
館
／
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

　

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時

消
費
生
活

■
紀
の
川
く
ら
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

架
空
請
求
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

℡
73
・
３
４
６
８
（
粉
河
分
庁
舎
３

階　

く
ら
し
の
窓
口
）

毎
週
水
曜
の
午
後
１
時
～
３
時

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
、
消
費

者
問
題
の
相
談

○
℡
73
・
３
４
６
８
（
粉
河
分
庁
舎

３
階
）

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時

○
℡
０
７
３
・
４
３
３
・
１
５
５
１

（
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

日
曜
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
も
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

開館
状況

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

桃
山

図
書

館
（

℡
66・

9678）

貴志川図書館（℡
64

・46
14

）

■新しく入った本（図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名）
□季節の手作りジャムの本／渡部和泉／辰巳出版／粉河
□小さな王さまとかっこわるい竜／なかがわちひろ／理論社／貴志川
□ねこふんじゃった／せなけいこ（絵）／阪田寛夫（作詞）／ポプラ社／打田・那賀
□預言／ダニエル・キイス（著）／駒月雅子（訳）／早川書房／打田
□４４４４／古川日出男／河出書房新社／桃山
※これ以外にもたくさん購入しています。また、市内の図書館の本は、どの図書
館でも取り寄せてかりることができます。

骨から見る生物の進化
ジャン＝バティスト・ド・パナフィユー（著）
／パトリック・グリ（写真）／グザヴィエ・バ
ラル（編）／小畠郁生（監訳）／吉田春美（訳）
／河出書房新社／打田
複雑で優雅な動物の骨格を、高精度印刷で
鮮やかに再現した写真集。

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■読み聞かせの予定
打田図書館 9 月 12 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

9 月 17 日（金） AM 9 ：45 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）
粉河図書館 9 月 18 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい
那賀図書館 9 月 25 日（土） AM 10：00 ～ おはなしれっしゃ
桃山図書館 9 月 15 日（水） PM 2 ：00 ～ 赤ちゃんみらい号

9 月 17 日（金） PM 3 ：30 ～ こどもみらい号
貴志川図書館 10 月 3 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

９月
 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

  5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 1
 2
 3
 4 

10月

　

通
称「
海う

な
が
み神

さ
ん
」で
親
し
ま

れ
て
い
る
海か

い

神
社
は
、
平
安
時

代
の
は
じ
め
に
書
か
れ
た
法
令

集「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
」に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
格
式
の
高
い
神
社
で
す
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
熊く

ま
の野

の
楯た

て

ガ
崎さ

き（
三
重
県
熊
野
市
）か
ら
遷せ

ん

座ざ

し
た
「
海
の
男
お
と
こ
が
み神

（
豊
と
よ
た
ま
ひ
こ
の

玉
彦

命み
こ
と）」

と
、
和い

ず
み泉

の
海
中
か
ら

遷
座
し
た
「
姫
の
神
（
浦う
ら
が
み
と
よ

上
豊

津つ
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
）」
の
二に

し
ん神

を
お
祭
り

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
は
北
大
井
に
鎮ち
ん
ざ座
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
夜
、
神
主

の
夢
の
中
に
こ
の
神
々
が
現
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
汝

な
ん
じ

の
祖
先

は
忌い

ん
べ部

の
宿す

く
ね禰

で
あ
る
か
ら
、

今
後
は
心
を
尽
く
し
て
吾
に
仕

え
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
目
が

覚
め
ま
し
た
。
そ
の
時
、
北
の

山
間
に
神
し
ん
き
ょ
う鏡

が
光
り
輝
い
た
の

で
、
そ
こ
に
神
社
を
移
し
ま
し

た
。

　

長
く
栄
え
て
き
た
こ
の
海
神

社
も
、天
正
13
年（
１
５
８
５
）、

豊
臣
秀
吉
の
紀
州
攻
め
で
、
本

殿
や
供
殿
、
宝
蔵
な
ど
が
こ

と
ご
と
く
兵
火
に
か
か
り
、
宝

物
や
古
記
録
な
ど
が
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
戦

火
を
免
れ
た
、「
明
応
２
年

（
１
４
９
３
）簀す

ど戸
国く

に
つ
ぐ次（

２
代

目
）作
」の
銘
が
入
っ
た
刀
剣
一

振
が
、
社
宝
と
し
て
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
（
和
歌
山
県
立
博
物

館
に
寄
託
）。

　

鏡
池
と
海
神
川
の
間
に
一
町

程
の
馬
場
が
あ
り
、
明
治
頃
ま

で
は
馬
駆
け
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
馬
場
の
北
詰
め
右
寄
り

に
階
段
が
あ
り
、
上
り
詰
め
る

と
、
稚ち
ご
ば
し
ら

児
柱
の
付
い
た
立
派
な

両り
ょ
う
ぶ部
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
紀
伊

名
所
図
会
に
よ
る
と
、
こ
れ
が

第
１
の
鳥
居
で
、
第
２
の
鳥
居

は
南
中
の
淡
路
街
道
沿
い
に
、

そ
し
て
第
３
の
鳥
居
は
熊
野
楯

ガ
崎
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
階
段
の
脇
に
は
神
木
と

言
わ
れ
る
イ
チ
イ
ガ
シ
の
大
木

が
あ
り
、
鳥
居
脇
に
も
モ
ミ
の

老
樹
が
あ
り
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
社し

ゃ
そ
う叢

に
包
ま
れ
た

海
神
社
は
、
私
た
ち
に
癒い
や

し
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

海の神を祀
ま つ

る山里　海
う な が み

神さん
わたしのまちの文化財その  　   海神社○  36

海神社は、昔から朝廷の尊崇が厚く、神田も多く領有していま
した。それが、「神領」の地名の起こりです。

（紀伊名所図会）

蔵書点検による休館 のお知らせ

下記の日程で図書館の蔵書点検をします。
点検期間中は休館となり、ご不便をおかけします。
●粉河図書館…９月20日（月）～27日（月）
●那賀図書館…９月27日（月）～10月5日（火）

へんないきもの
早川いくを／バジリコ株式会社／打田・粉
河・那賀・桃山
地球にうごめく珍妙で奇怪な生きものたち
を、すべて精緻なイラスト付で詳細解説。
ほんとにこんないきものいるのか？どうし
てこんなに変なのか！

今月の

おすすめ本

８
月
号
の
訂
正
…「
松
井
は
長
田
の
旧
６
村
の
１
つ
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

松
井
は
長
田
の
旧
６
村
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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情報ワイド
暮らしに役立つ

●
紀
の
川
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
問
い
合
わ
せ
】生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

（
℡
64
・
２
５
２
５　

貴
志
川
分
庁
舎
）

紀の川市スポーツ
フェスティバル

【申し込み・問い合わせ】
貴志川分庁舎内生涯スポーツ課（℡64・9164）
打田生涯学習センター内   スポーツ係（℡77・3140）
粉河ふるさとセンター内   スポーツ係（℡73・3312）
那賀総合センター内   スポーツ係（℡75・2221）
桃山会館内   スポーツ係（℡66・2288）

同日開催スポーツイベント
ワンメイクタイムトライアル2010（打田若もの
広場南堤防）／第３回グラウンドゴルフ大会（打田
グラウンド）／第５回市民バドミントン大会（貴志
川体育館）／紀の川市剣道錬成大会（桃山勤労者体
育センター）／第５回紀の川市長旗争奪軟式野球
大会（桃山グラウンド他）／ソフトテニスを楽しも
う！（打田テニスコート）／市長杯ゲートボール
大会（打田ゲートボール場）／第５回市民インディ
アカフェスティバル（西貴志小学校体育館）／第
２回紀の川市卓球大会（粉河体育館）
※各競技の内容・参加要綱など、くわしくは生涯
スポーツ課へ問い合わせください。

■とき…10 月10日  日  午前８時30分～　（小雨決行／予備日10月11日）

■ところ…打田若もの広場・打田体育館

Sports Festival

201
0

◎ニュースポーツなど
とき…午前９時～正午

スポーツチャンバラ
エアーソフト剣で行う現代的なチャンバラ

ミニトランポ
専用のトランポリンを使ったストレッチ

カローリング
12m 離れたポイントを狙う陸上版のカーリング

ディスコン
円盤を投げ、どちらがポイントに近いかを競う

スカイクロス
輪投げとゴルフをミックスさせたゲーム

ストラックアウト
３球投げて落としたプレートの点数を競う

申し込み

不要◎競技種目
とき…午前９時～正午

綱引き
1チーム15人まで。競技は10人（男子は５人以下）
で行います。対象は、中学生を除く15歳以上の人

みんなでジャンプ
1 チーム 20 人まで。競技は 12 人（うち大なわを
回す人２人）で行います。対象は小学３年生～中
学３年生。大なわを回す人の年齢は問いません。

※「綱引き」と「みんなでジャンプ」は申し込みが必
要です。生涯スポーツ課各館に備え付けの申し込
み用紙に記入し、9 月 17 日（金）午後５時までに
申し込みください。くわしくは生涯スポーツ課各
館へ問い合わせください。

申し込み

必要

トレーニングルームを無料開放
10月10日（日）午前９時～午後５時まで、貴志川ト
レーニングプラザと那賀体育館トレーニングルーム
を無料で開放します。当日は、専門トレーナーがア
ドバイスします（雨天決行）。

写真で見る・知る
市民まつり2010  8/22sun

粉河祭（宵祭・本祭）  7/24sat・25sun

情
報
ワ
イ
ド　

紀
の
川
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

写
真
で
見
る
・
知
る「
市
民
ま
つ
り
」と「
粉
河
祭
」
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■耕作放棄地（休耕田）を考える

　８月８日、南中地区で「紀の川コミュニティ・ス
クール」が開催されました。これは、休耕田を通し、
地域全体で「食」と「農業」を考えようという取り組
み。参加した南中子ども会の子どもたちは、ゴミ拾い
をし、休耕田での除草作業を見学しました。休耕田
の問題点について、近畿農政局の職員から説明を受
けた池田小学校４年の幅

は ば し ょ う ま

将真くんは、「周りの田んぼ
に悪い（影響のある）休耕田がなくなって、全部田ん
ぼになったらいいのにな。」と話してくれました。

■夢に向かって、真剣に　8/2

　打田地区の若もの広場で、パナソニックキッズスクール手作り乾電池教室とサッカー
教室が開催されました。参加したのは、小学校３年生から６年生までの 135 人。
　午後から行われたサッカー教室では、ガンバ大阪ジュニアのコーチ４人からドリブル
やリフティングのコツなどの技術指導を受けたり、一緒にミニゲームをしたりして、約
１時間 30 分、炎天下のグラウンドを駆け回りました。
　「ミニゲームでは、コーチはよく周りを見ていて、ドリブルとパスがとても上手だった。
コーチのチームに負けて残念だったけど、楽しかった。今までどおり、サッカーの練習
をがんばる。」と粉河小学校４年生の丹

た ん だ し ょ う ご

田翔梧くんは話してくれました。
　また、「たくさんの（初対面の）人とサッカーができて良かった。やっぱりサッカーは
楽しい。」と、丸栖小学校４年生の谷

た に ゆ う き

侑紀ちゃん。普段のサッカー練習とは違う雰囲気を
楽しんだ様子でした。

　『サッカーは一人ではできない。一人が
上手でも、みんなが協力し合わなければ、
他のチームには勝てない。仲間の調子が
悪いときは、自分が「２倍走る」。仲間を
助ける気持ちを持って、サッカーをして
ほしい』と、コーチ。サッカーの技術だ
けでなく、「心」も学びました。

■紀伊国分寺アカデミー　8/5

　歴史や文化財について語りあい、市が誇る財産を
再発見する紀伊国分寺アカデミーが、歴史民俗資料
館で開催されました。お盆前のこの時期に合わせ、
打田史談会会長の長谷弘さんは「私たちが歩んだ昭
和と戦争」、県教育委員会の蘇理剛志さんは「紀の
川流域の阿弥陀信仰と盆行事」というテーマでそれ
ぞれ講演。参加者たちは、教科書には載らない実体
験に基づいた体験談などを熱心に聞いていました。
アカデミーはこれからも継続して行う予定です。

■食べておいしい、緑のカーテン

　名手市場で涼しげな緑のカーテン（ツル植物など
を窓を覆うように繁茂させたもの）を発見。普通は
畑に植えるはずのスイカやウリが、窓の上からぶら
下がっています。育てている上久保文明さん（66）
は、「以前植えていたサツキが枯れたので、６，７年
前から涼を得るためにスイカやウリをカーテン状に
植えています。日陰になって涼しいですよ」と笑顔
で話します。涼しいだけでなく、食べてもおいしく
環境にもやさしい一石三鳥なアイデアですね。

■日独スポーツ少年団の交流事業

　ドイツのスポーツ少年団７人が 1 週間の日程で滞
在し、主に龍門地区で活動している「二葉（ふたば）ス
ポーツ少年団」の団員たちと、ホームステイやキャン
プなどを通じて交流を深めました。キャンプでは、
ドイツの味を知ってもらおうとドイツ団員たちが家
庭料理のポテトサラダなどを調理。二葉の団員たち
が作ったハンバーグに合わせました。ポン酢ソース
に初めて挑戦したパトリックさん（17）は、「うん、
おいしい」とうれしそうに話していました。

■第23 回和歌山県消防ポンプ
操法大会（7/25 紀美野町ス
ポーツ公園で開催）に、打田消
防団と桃山消防団が出場し、消
防ポンプの操作やホース延長
の正確さなどを競いました。



紀の川市市長公室広報広聴課　〒 649-6492　和歌山県紀の川市西大井 338
Tel 0736・77・2511　ホームページ　http://www.city.kinokawa.lg.jp
Fax0736・77・4910　E-mail　k020100-001@city.kinokawa.lg.jp

龍
門
山

縁
起
絵
巻

広報紀の川第 59 号　平成 22 年９月１日発行
人の動き（22 年 7 月末現在）
人口　68,344 ／世帯　25,447
　男　32,510 ／　女　35,834

龍
門
山
縁
起
絵
巻
そ
の
⑥

　

神
社
を
た
ず
ね

　

山
の
ふ
も
と
へ
到
着
し
た
朝
廷
軍
の
大
将

は
、村
人
を
呼
び「
こ
の
辺
に
神
社
は
な
い
か
。」

と
尋
ね
ま
し
た
。「

粉
河
町
の
な
り
た
ち
」
か
ら

　

今
回
は
、
満
田
彗
峰
さ
ん
が
画
家
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
満
田
天
民（
て
ん
み
ん
）

さ
ん
の
お
話
で
す
。

　

満
田
さ
ん
の
父
で
あ
り
、
師
匠
で
も
あ
る
天

民
さ
ん
。
鹿
児
島
で
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら

絵
の
才
能
に
秀
で
て
い
た
天
民
さ
ん
は
、
東
京

で
帝
展（
帝
国
美
術
院
展
覧
会
）の
審
査
員
を
務

め
て
い
た
円
山（
ま
る
や
ま
）派
の
日
本
画
家
、

益
田
玉
城（
ま
す
だ
ぎ
ょ
く
じ
ょ
う
）の
弟
子
に

な
り
ま
す
。
帝
展
に
何
度
も
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
、「
作
品
の
中
で
一
番
気
に
入
っ
た
画
家

の
も
と
で
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
花
鳥

画
が
専
門
だ
っ
た
文
晁（
ぶ
ん
ち
ょ
う
）派
の
永

田
春
水（
な
が
た
し
ゅ
ん
す
い
）に
弟
子
入
り
し

て
絵
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
へ
引
っ
越
し
、
そ
こ
で
満
田

さ
ん
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

満
田
さ
ん
は
、
父
の
多
く
の
弟
子
た
ち
と
と

も
に
、
絵
の
具
を
溶
い
だ
り
絵
の
具
皿
を
洗
っ

た
り
し
て
、
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
絵
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
お
く
り
ま
し
た
。
晩
酌
を
す
る
父

の
傍
ら
で
、
父
が
論
じ
る
絵
の
話
を
聞
く
の
が

と
て
も
好
き
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

成
長
と
と
も
に
、
上
手
に
絵
を
描
く
父
へ
の

あ
こ
が
れ
も
強
く
な
り
、
７
人
の
兄
弟
の
中
で

も
一
番
初
め
に
画
家
を
志
し
ま
し
た
。

　

画
家
に
な
っ
て
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た

の
は
「
父
の
名
前
か
ら
逃
げ
た
か
っ
た
か
ら
」

と
満
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

日
本
に
い
る
と
、「
満
田
彗
峰
」
で
は
な
く
、

「
天
民
さ
ん
の
息
子
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
満
田
天
民
の
息
子
で
も

な
ん
で
も
な
い
、
た
だ
の
１
人
の
日
本
人
と
見

て
も
ら
え
る
。
そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
に
惹
か
れ
た

理
由
だ
と
い
い
ま
す
。
満
田
さ
ん
が
何
十
回
と

な
く
イ
タ
リ
ア
に
足
を
運
ん
だ
の
は
そ
の
た
め

で
す
。

　

さ
て
、
次
回
は
、
満
田
さ
ん
が
父
か
ら
学
ん

だ
日
本
画
10
門
（
日
本
画
は
大
き
く
10
種
類
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
の
話
を
紹
介

し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


